
(57)【要約】

【課題】フープを支持するレール等の被加熱物の熱容量

を低減し、短時間に効率よく高精度で電子部品素子を加

熱あるいは乾燥することができる加熱方法を提供するこ

とを目的とする。

【解決手段】電子部品素子２を搭載してその長手方向に

移送されるフープ１の長手方向と同方向に配置し、前記

フープ１をすべり搬送可能に支持する少なくとも一対の

線材状のレール５ａ～５ｃと、前記レール５ａ～５ｃを

一平面内に配置するように、前記レール５ａ～５ｃの両

端を基台７に支持させるプーリー（支持手段）９とを備

えた加熱装置などで加熱する方法であり、短時間で効率

よく加熱することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
薄 板 状 の フ ー プ を 打 抜 い て 形 成 し た 一 対 の 端 子 部 間 に 前 記 フ ー プ の 厚 み よ り 大 き い 電 子 部
品 素 子 を 搭 載 し 、
前 記 電 子 部 品 素 子 近 傍 の 一 対 の 前 記 端 子 部 を 、 円 形 断 面 を 有 し た 線 材 状 の レ ー ル で 支 持 し
、
前 記 フ ー プ の 長 手 方 向 と 同 方 向 に 長 手 方 向 を 配 置 し た 一 対 の 前 記 レ ー ル 上 を 、 前 記 電 子 部
品 素 子 を 当 該 レ ー ル に 沿 っ て 案 内 し な が ら す べ り 搬 送 さ せ 、
前 記 フ ー プ に 搭 載 し た 前 記 電 子 部 品 素 子 を 加 熱 手 段 に よ り 加 熱 す る 電 子 部 品 の 加 熱 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 部 品 の 製 造 工 程 に お い て 、 フ ー プ 上 に 構 成 さ れ た 電 子 部 品 素 子 を 、 加 熱
あ る い は 乾 燥 す る 電 子 部 品 の 加 熱 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 フ ー プ 上 に 構 成 さ れ た 電 子 部 品 素 子 を 加 熱 あ る い は 乾 燥 さ せ る 場 合 に は 、 ト ン ネ
ル 型 の 加 熱 装 置 を 使 用 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ２ は 、 従 来 の 加 熱 装 置 の 要 部 構 成 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ ２ に お い て 、 ５ ５ は 、 電 子 部 品 素 子 ２ を 搭 載 し て 搬 送 す る 耐 熱 性 の フ ー プ で あ る 。
５ １ は 、 加 熱 装 置 本 体 で あ り 、 電 子 部 品 素 子 ２ を 搭 載 し た フ ー プ を 通 過 さ せ る た め 、 ト ン
ネ ル 型 の 構 造 を し て い る 。 ５ ２ は 、 加 熱 装 置 本 体 ５ １ に 内 蔵 さ れ て い る ヒ ー タ ー で 、 ト ン
ネ ル 内 部 ５ １ ａ を 加 熱 す る よ う に 上 下 に 配 置 し て あ る 。 ５ ３ は 、 加 熱 装 置 本 体 ５ １ の ト ン
ネ ル 内 部 ５ １ ａ を 通 る フ ー プ ５ ５ を 支 持 す る プ レ ー ト 状 の レ ー ル で あ り 、 そ の 両 端 は 、 支
持 台 ５ ４ に 固 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 フ ー プ ５ ５ に 搭 載 さ れ た 電 子 部 品 素 子 ２ は 、 レ ー ル ５ ３ 上 を フ ー プ
搬 送 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ り す べ り 搬 送 し 、 加 熱 装 置 本 体 ５ １ の ト ン ネ ル 内 部 ５ １ ａ を 通
過 す る と き に 、 ヒ ー タ ー ５ ２ に よ り 、 加 熱 あ る い は 乾 燥 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 加 熱 装 置 に お い て は 、 加 熱 さ れ る ト ン ネ ル 内 部 ５ １ ａ を 通 っ
て い る レ ー ル ５ ３ が プ レ ー ト 状 で あ る た め 、 電 子 部 品 素 子 ２ に く ら べ 、 非 常 に 大 き な 熱 容
量 を も っ て お り 、 ヒ ー タ ー ５ ２ が 加 熱 動 作 を 開 始 し て か ら レ ー ル ５ ３ お よ び ト ン ネ ル 内 部
５ １ ａ が 所 定 の 温 度 に 達 す る ま で 相 当 の 時 間 を 要 し 、 電 子 部 品 素 子 ２ の 加 熱 あ る い は 乾 燥
に 多 く の 熱 量 を 要 す る と い う 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 し よ う と す る も の で 、 短 時 間 に 効 率 よ く レ ー ル ５ ３ お よ
び 加 熱 手 段 と な る ト ン ネ ル 内 部 ５ １ ａ を 所 定 の 温 度 に 到 達 さ せ 、 電 子 部 品 素 子 ２ を 加 熱 あ
る い は 乾 燥 す る 加 熱 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 電 子 部 品 の 加 熱 方 法 は 、 薄 板 状 の フ ー プ を 打 抜 い て
形 成 し た 一 対 の 端 子 部 間 に 前 記 フ ー プ の 厚 み よ り 大 き い 電 子 部 品 素 子 を 搭 載 し 、 前 記 電 子
部 品 素 子 近 傍 の 一 対 の 前 記 端 子 部 を 、 円 形 断 面 を 有 し た 線 材 状 の レ ー ル で 支 持 し 、 前 記 フ
ー プ の 長 手 方 向 と 同 方 向 に 長 手 方 向 を 配 置 し た 一 対 の 前 記 レ ー ル 上 を 、 前 記 電 子 部 品 素 子
を 当 該 レ ー ル に 沿 っ て 案 内 し な が ら す べ り 搬 送 さ せ 、 前 記 フ ー プ に 搭 載 し た 前 記 電 子 部 品
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素 子 を 加 熱 手 段 に よ り 加 熱 す る 構 成 と し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 は 、 薄 板 状 の フ ー プ を 打 抜 い て 形 成 し た 一 対 の 端 子 部 間 に 前 記 フ ー
プ の 厚 み よ り 大 き い 電 子 部 品 素 子 を 搭 載 し 、 前 記 電 子 部 品 素 子 近 傍 の 一 対 の 前 記 端 子 部 を
、 円 形 断 面 を 有 し た 線 材 状 の レ ー ル で 支 持 し 、 前 記 フ ー プ の 長 手 方 向 と 同 方 向 に 長 手 方 向
を 配 置 し た 一 対 の 前 記 レ ー ル 上 を 、 前 記 電 子 部 品 素 子 を 当 該 レ ー ル に 沿 っ て 案 内 し な が ら
す べ り 搬 送 さ せ 、 前 記 フ ー プ に 搭 載 し た 前 記 電 子 部 品 素 子 を 加 熱 手 段 に よ り 加 熱 す る 構 成
に よ り 、 レ ー ル な ど の 被 加 熱 物 の 熱 容 量 を 小 さ く で き 、 加 熱 手 段 に よ り 短 時 間 で 効 率 よ く
、 か つ 高 精 度 に 所 定 の 雰 囲 気 温 度 に し 、 電 子 部 品 素 子 を 加 熱 あ る い は 乾 燥 す る こ と が で き
る と い う 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 薄 板 状 の フ ー プ を 打 抜 い て 形 成 し た 一 対 の 端 子 部 間
に 前 記 フ ー プ の 厚 み よ り 大 き い 電 子 部 品 素 子 を 搭 載 し 、 前 記 電 子 部 品 素 子 近 傍 の 一 対 の 前
記 端 子 部 を 、 円 形 断 面 を 有 し た 線 材 状 の レ ー ル で 支 持 し 、 前 記 フ ー プ の 長 手 方 向 と 同 方 向
に 長 手 方 向 を 配 置 し た 一 対 の 前 記 レ ー ル 上 を 、 前 記 電 子 部 品 素 子 を 当 該 レ ー ル に 沿 っ て 案
内 し な が ら す べ り 搬 送 さ せ 、 前 記 フ ー プ に 搭 載 し た 前 記 電 子 部 品 素 子 を 加 熱 手 段 に よ り 加
熱 す る 電 子 部 品 の 加 熱 方 法 で あ り 、 加 熱 さ れ る レ ー ル 等 の 被 加 熱 部 の 熱 容 量 を 小 さ く で き
、 加 熱 手 段 に よ り 短 時 間 で 効 率 よ く 、 か つ 、 高 精 度 に 所 定 の 雰 囲 気 温 度 に す る と い う 作 用
を 有 す る 。 ま た 、 電 子 部 品 素 子 の 近 傍 で 支 持 す る こ と で 、 平 面 的 に 支 持 で き 、 電 子 部 品 素
子 が レ ー ル に 沿 っ て 直 線 的 に 案 内 さ れ る の で 、 均 一 な 加 熱 あ る い は 乾 燥 が で き る と い う 作
用 効 果 を 奏 す る 。 ま た 、 打 抜 き に よ り 形 成 し た 端 子 部 で 支 持 す る こ と に よ り 、 フ ー プ 支 持
部 の 接 触 面 積 を 減 ら し て 摩 擦 を 低 減 で き 、 電 子 部 品 素 子 を 滑 ら か に す べ り 搬 送 で き る と い
う 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 加 熱 方 法 を 用 い る 加 熱 装 置 に つ い て 、 図 面 を 参 照 に
し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 加 熱 装 置 の 要 部 構 成 斜 視 図 で あ る 。 図 １ （ ｂ
） は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 加 熱 装 置 本 体 の 要 部 構 成 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ （ ａ ） ， （ ｂ ） に お い て 、 １ は 、 幅 方 向 に 一 対 （ ２ 個 ） の 電 子 部 品 素 子 ２ を 搭 載 し
て リ ー ド フ レ ー ム と な し 、 か つ 搬 送 す る フ ー プ で あ り 、 例 え ば 幅 ３ ５ × 厚 み ０ ． １ ｍ ｍ の
銅 材 で 形 成 さ れ て い る 。 電 子 部 品 素 子 ２ の 寸 法 は 、 例 え ば 幅 ３ × 長 さ ５ × 高 さ １ ｍ ｍ で あ
り 、 電 極 材 料 で あ る 銀 ペ ー ス ト （ 図 示 せ ず ） が 、 表 面 所 定 個 所 に 塗 布 さ れ て い る 。 ３ は 加
熱 手 段 で あ り 、 電 子 部 品 素 子 ２ を 搭 載 し た フ ー プ １ を 通 過 さ せ る た め 、 ト ン ネ ル 型 の 構 造
を し て い る 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ と 、 熱 を 発 生 す る ヒ ー タ ー （ 加 熱 手 段 ） ４ と か
ら 構 成 さ れ て い る 。 ヒ ー タ ー （ 加 熱 手 段 ） ４ は 、 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ に 内 蔵 し
て お り 、 ト ン ネ ル 内 部 ３ ｂ を 加 熱 す る よ う に 上 下 に 配 置 し て あ る 。 ５ ａ ～ ５ ｃ は 、 ト ン ネ
ル 型 の 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ の ト ン ネ ル 内 部 ３ ｂ を 挿 通 し て フ ー プ １ を 支 持 す る
３ 本 の 線 材 状 の レ ー ル で あ り 、 ス テ ン レ ス 合 金 製 の ワ イ ヤ ー で 構 成 さ れ て い る 。 ワ イ ヤ ー
よ り な る レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ は 、 例 え ば 線 径 が １ ｍ ｍ で 、 曲 げ 変 形 自 在 な も の で あ る 。 ６ ａ
， ６ ｂ は 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ の 両 端 に 固 定 し て あ る フ ッ ク で 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ に 張 力 を
付 勢 す る 付 勢 手 段 で あ る 引 張 り コ イ ル バ ネ （ 弾 性 部 材 ） ８ の 一 端 に 接 続 し て あ る 。 引 張 コ
イ ル バ ネ （ 弾 性 部 材 ） ８ の 他 端 は 、 基 台 ７ の 一 面 に 接 続 し て あ る 。 ９ は 、 ト ン ネ ル 型 の 加
熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ の ト ン ネ ル 内 部 ３ ｂ 出 入 口 近 傍 に て レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ を 支 持
す る プ ー リ ー （ 支 持 手 段 ） で あ る 。 こ の プ ー リ ー （ 支 持 手 段 ） ９ は 、 回 動 可 能 に 軸 受 け １
０ を 介 し て ブ ラ ケ ッ ト １ １ に 支 持 さ れ て お り 、 当 該 ブ ラ ケ ッ ト １ １ は 、 基 台 ７ の 一 面 に 固
定 し て あ る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 加 熱 装 置 に つ い て 、 以 下 に 電 子 部 品 の 加 熱 方 法 と な る そ の 動 作
を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ （ ａ ） ， （ ｂ ） に お い て 、 ヒ ー タ ー （ 加 熱 手 段 ） ４ が 加 熱 動 作 を 開 始 し 、 ト ン ネ ル
内 部 ３ ｂ が 所 定 の 雰 囲 気 温 度 （ 例 え ば １ ６ ０ ℃ ） を 維 持 す る 状 態 に な っ た 後 に 、 フ ー プ 搬
送 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ り フ ー プ １ は ３ 本 の レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ 上 を フ ー プ １ の 長 手 方 向 に
す べ り 搬 送 す る 。 そ し て 、 フ ー プ １ に 搭 載 さ れ た 電 子 部 品 素 子 ２ は 、 順 次 、 加 熱 装 置 本 体
（ 加 熱 手 段 ） ３ ａ の ト ン ネ ル 内 部 ３ ｂ に 所 定 の 速 度 で 搬 送 さ れ 、 電 子 部 品 素 子 ２ の 表 面 所
定 個 所 に 塗 布 さ れ た 銀 ペ ー ス ト （ 図 示 せ ず ） が 、 加 熱 さ れ る 。 そ れ に よ り 電 子 部 品 素 子 ２
を フ ー プ １ に 電 気 的 に 接 合 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 の よ う に 、 ト ン ネ ル 内 部 ３ ｂ で フ ー プ １ を 支 持 す る レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ は 、 被 搬 送 物
（ 被 加 熱 物 ） で あ る 薄 板 状 の フ ー プ １ 、 及 び 、 銀 ペ ー ス ト を 塗 布 し た 電 子 部 品 素 子 ２ の 熱
容 量 と 同 等 ま た は そ れ 以 下 の 細 い 線 材 で あ り 熱 容 量 は 小 さ い 。 し た が っ て 、 ヒ ー タ ー （ 加
熱 手 段 ） ４ が 加 熱 動 作 を 開 始 し て か ら 、 ト ン ネ ル 内 部 ３ ｂ が 所 定 の 雰 囲 気 温 度 を 維 持 す る
状 態 へ は 、 短 時 間 で 達 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ト ン ネ ル 内 部 ３ ｂ か ら レ ー ル ５ ａ ～ ５
ｃ を 経 由 し て 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ の 外 に 放 熱 さ れ る 熱 量 も 小 さ い た め 、 ト ン ネ
ル 内 部 ３ ｂ の 雰 囲 気 温 度 は 、 少 な い 熱 量 で 効 率 よ く 、 か つ 精 度 よ く 維 持 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ は ス テ ン レ ス 合 金 製 な の で 、 前 記 で 説 明 し た ト ン ネ ル 内 部 ３ ｂ
の 温 度 １ ６ ０ ℃ で 長 時 間 加 熱 し 続 け て も 、 表 面 の 耐 食 性 に 優 れ 、 滑 ら か に フ ー プ １ を す べ
り 搬 送 し 続 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 鉄 材 の 熱 伝 導 率 ０ ． １ ｃ ａ ｌ ／ （ ｃ ｍ ・ ｓ ｅ ｃ ・ ｄ ｅ ｇ ） に 対 し て 、 銅 材 の 熱 伝
導 率 は ０ ． ９ ｃ ａ ｌ ／ （ ｃ ｍ ・ ｓ ｅ ｃ ・ ｄ ｅ ｇ ） で あ り 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ を 熱 伝 導 率 の
高 い 銅 線 に す る こ と に よ り 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ の 昇 温 速 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 ト ン
ネ ル 内 部 ３ ｂ を よ り 短 時 間 に 所 定 の 雰 囲 気 温 度 に 昇 温 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ 層 を 有 す る レ ー ル の 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ に 示
す よ う に 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ を 形 成 す る 銅 線 ５ ｉ の 表 面 に セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ 層 ５ ｊ
を 形 成 す る こ と で 、 耐 食 性 が 得 ら れ 、 さ ら に フ ー プ １ と 接 触 す る 摩 擦 部 に 耐 磨 耗 性 が 付 与
さ れ る こ と で 、 長 時 間 の 使 用 に 対 し て も 安 定 し た す べ り 搬 送 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 角 棒 状 の レ ー ル の 要 部 構 成 斜 視 図 で あ る 。 前 記 の 実 施 の 形 態 の 説 明 で は 、 曲 げ
変 形 自 在 な レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ で フ ー プ １ を 支 持 し た が 、 図 ３ に 示 す 線 材 状 の 細 い 角 棒 状 の
レ ー ル ５ ｈ の 両 端 を 、 支 持 ブ ロ ッ ク （ 支 持 手 段 ） ９ ａ に 固 定 し 、 フ ー プ １ を 支 持 す る 構 成
と し て も 、 ト ン ネ ル 内 部 ３ ｂ を 短 時 間 で 所 定 の 雰 囲 気 温 度 に 昇 温 設 定 し 、 精 度 よ く 維 持 す
る と い う 同 様 な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し か し な が ら 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ の 外 形 が 円 形 の 場 合 、 角 棒 と 同 等
の レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ 長 手 方 向 の 引 張 り 強 さ と し な が ら も 、 角 が 無 い た め 熱 容 量 が 小 さ く 、
曲 面 で フ ー プ １ を 支 持 す る た め 、 摩 擦 す る 接 触 面 積 (摩 擦 面 積 )も 小 さ く な り 、 よ り 滑 ら か
な す べ り 搬 送 を 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ の 引 張 り コ イ ル バ ネ （ 弾 性 部 材 ） ８ は 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ の 長 手 方 向 に 張 力 を 付 勢
し 、 プ ー リ ー （ 支 持 手 段 ） ９ の 両 端 間 を た わ む こ と な く 直 線 的 に 支 持 す る こ と が で き 、 ト
ン ネ ル 内 部 ３ ｂ の 電 子 部 品 素 子 ２ を 、 均 一 に 加 熱 あ る い は 乾 燥 す る こ と が で き る 。 ま た 、
レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ の 両 端 に 設 け て あ る フ ッ ク ６ ａ ， ６ ｂ は 、 取 付 け 部 の 構 造 を 簡 単 に し 、
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レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ の 取 付 け 、 ま た は 、 劣 化 し た 際 の 交 換 を 容 易 に す る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ は 、 お も り で 張 力 を 付 勢 す る 構 成 の 模 式 図 で あ る 。 図 ５ は 、 プ ー リ ー を 介 し て 張 力
を 付 与 す る 構 成 の 模 式 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ の 一 端 ま た は 両 端
（ 図 示 せ ず ） に お も り （ 付 勢 手 段 ） ８ ａ を 設 け て 長 手 方 向 に 張 力 を 付 勢 し て も 、 同 様 な 効
果 を 奏 す る 。 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 フ ー プ １ 長 手 方 向 に 移 動 可 能 に 支 持 さ れ た プ ー リ
ー （ 支 持 手 段 ） ９ ｂ に 、 引 張 り 力 を 発 生 す る 引 張 り コ イ ル バ ネ （ 付 勢 手 段 ） ８ ｂ を 係 合 し
て 張 力 を 付 勢 し て も 、 同 様 な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す プ ー リ ー （ 支 持 手 段 ） ９ は 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ の 端 部 を 曲 率 面 に 沿 っ
て 支 持 し て い る の で 、 プ ー リ ー （ 支 持 手 段 ） ９ の 支 持 部 に お い て 応 力 集 中 が 緩 和 で き 、 よ
り 大 き な 張 力 を 付 与 す る こ と で 、 さ ら に プ ー リ ー １ を 直 線 的 に 支 持 す る こ と が で き 、 よ っ
て 、 均 一 な 加 熱 あ る い は 乾 燥 を す る こ と が で き る 。 ま た 、 プ ー リ ー （ 支 持 手 段 ） ９ は 、 軸
受 け １ ０ に よ り 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る の で 、 ヒ ー タ ー （ 加 熱 手 段 ） ４ の 加 熱 に よ り レ
ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ が 熱 膨 張 し て も 、 前 記 張 力 を レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ の 両 端 に 効 率 よ く 伝 え る こ
と が で き る 。 し た が っ て 、 よ り 確 実 に レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ を 直 線 的 に 張 り 、 フ ー プ １ を 直 線
的 に 支 持 す る こ と が で き 、 均 一 な 加 熱 あ る い は 乾 燥 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ は 、 プ ー リ ー 部 の 要 部 構 成 断 面 図 で あ る 。 図 ７ は 、 フ ー プ の 支 持 状 態 を 示 す 要 部 拡
大 斜 視 図 で あ る 。 図 ８ は 、 他 の プ ー リ ー に お け る 溝 形 状 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ９ は 、 フ
ー プ の 他 の 支 持 状 態 を 示 す 要 部 構 成 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 プ ー リ ー （ 支 持 手 段 ） ９ の 円 周 端 に は 、 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ を 係 止 す
る 断 面 が 矩 形 の 溝 ９ ｃ を 備 え て い る 。 レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ が 溝 ９ ｃ に 係 止 さ れ て い る こ と に
よ っ て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 フ ー プ １ の 搬 送 中 に お い て 常 に レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ を 互 い に 平
行 に 配 置 し フ ー プ １ を 安 定 に 支 持 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 断 面 が 円
形 の ワ イ ヤ ー よ り な る レ ー ル ５ を 溝 部 に 案 内 し 規 制 す る Ｖ 字 形 状 の 溝 ９ ｄ に し て も 、 同 様
な 効 果 を 奏 す る 。 さ ら に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ３ 本 の レ ー ル ５ ａ ～ ５ ｃ の う ち 、 一 対 の 電
子 部 品 素 子 ２ の 間 に 設 け た レ ー ル ５ ｂ に よ り 、 フ ー プ １ の 幅 方 向 に お け る 中 央 部 の た わ み
を 抑 制 す る こ と が で き 、 フ ー プ １ を 一 平 面 内 に 位 置 す る よ う に 安 定 に 支 持 し 、 ト ン ネ ル 内
部 ３ ｂ で 均 一 に 、 各 電 子 部 品 素 子 ２ を 加 熱 あ る い は 乾 燥 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ９ に
示 す よ う に 、 ４ 本 の ワ イ ヤ ー よ り な る レ ー ル ５ ｄ ～ ５ ｇ で 、 そ の う ち レ ー ル ５ ｅ ， ５ ｆ を
一 対 の 電 子 部 品 素 子 ２ の 間 に 配 置 し て も 、 同 様 な 効 果 を 奏 す る 。 さ ら に 、 レ ー ル ５ ｄ ， ５
ｅ お よ び レ ー ル ５ ｆ ， ５ ｇ に よ り そ れ ぞ れ フ ー プ １ よ り 厚 み 寸 法 の 大 き い 電 子 部 品 素 子 ２
の 近 傍 で 支 持 す る こ と で 、 電 子 部 品 素 子 ２ の 自 重 に よ る た わ み を 抑 制 し て フ ー プ １ を さ ら
に 平 面 的 に 支 持 で き 、 均 一 な 加 熱 あ る い は 乾 燥 を 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 電 子 部 品 素
子 ２ を 、 長 手 方 向 に 直 線 的 に 張 ら れ た レ ー ル ５ ｄ ～ ５ ｇ に 沿 っ て 直 線 的 に 安 定 に 案 内 す る
こ と が で き 、 加 熱 む ら の 少 な い 高 精 度 な 加 熱 あ る い は 乾 燥 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 図
７ に 示 す よ う に 、 打 抜 き に よ り 形 成 し た フ ー プ １ の 端 子 部 １ ａ ～ １ ｄ 部 で 、 図 ９ に 示 す よ
う な 端 子 部 １ ａ ～ １ ｄ 部 間 に 搭 載 し た 電 子 部 品 素 子 ２ を 支 持 す る こ と で 、 フ ー プ １ 支 持 部
の 摩 擦 面 積 を 低 減 で き 、 よ り 滑 ら か に す べ り 搬 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ０ は 、 退 避 可 能 と し た 加 熱 手 段 の 要 部 構 成 斜 視 図 で あ る 。 図 １ １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は
、 退 避 可 能 な 加 熱 手 段 の 退 避 動 作 を 示 す 要 部 構 成 側 面 図 で あ り 、 図 １ １ （ ａ ） は 、 通 常 の
加 熱 状 態 を 示 す 加 熱 手 段 の 要 部 構 成 側 面 図 、 図 １ １ （ ｂ ） は 、 退 避 中 の 状 態 を 示 す 加 熱 手
段 の 要 部 構 成 側 面 図 、 図 １ １ （ ｃ ） は 、 退 避 完 了 時 の 状 態 を 示 す 加 熱 手 段 の 要 部 構 成 側 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ０ に お い て 、 ３ ４ は 、 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ を 、 加 熱 装 置 本 体 回 転 軸 ３ ３
を 回 転 中 心 に し て 退 避 動 作 さ せ る 駆 動 用 の エ ア シ リ ン ダ ー で あ る 。 同 時 に 、 エ ア シ リ ン ダ
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ー ３ ４ は 、 加 熱 装 置 本 体 回 転 軸 ３ ３ の 片 先 端 に 結 合 し た レ バ ー ３ ８ の 一 端 に 取 付 け ら れ た
カ ム フ ォ ロ ア ３ ７ と カ ム ３ ９ と の 係 合 に よ り 、 加 熱 装 置 扉 回 転 軸 ３ ５ を 回 転 中 心 に し て 、
加 熱 装 置 扉 ３ ２ を 開 閉 動 作 さ せ る 。 ４ ０ は カ ム ３ ９ を 保 持 す る ブ ラ ケ ッ ト 、 ４ １ ， ４ ２ は
加 熱 装 置 扉 回 転 軸 ３ ５ を 支 持 す る 取 付 板 、 ４ ３ ， ４ ４ は 加 熱 装 置 扉 回 転 軸 ３ ５ の 軸 受 け 、
４ ５ は 加 熱 装 置 本 体 回 転 軸 ３ ３ の 軸 受 け 、 ４ ６ は 加 熱 装 置 入 口 、 そ し て ４ ７ は エ ア シ リ ン
ダ ー ３ ４ の 取 付 部 と 加 熱 装 置 本 体 回 転 軸 ３ ３ を 連 結 す る レ バ ー で あ る 。 図 １ １ （ ａ ） は 、
通 常 の フ ー プ １ を 加 熱 し て い る と き の 状 態 を 示 し て い る 。 図 １ １ （ ｂ ） は 、 エ ア シ リ ン ダ
ー ３ ４ に よ っ て 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ が 回 動 し 、 同 時 に 、 カ ム ３ ９ に よ っ て 、 加
熱 装 置 扉 ３ ２ が 開 い て い る 状 態 を 示 し て い る 。 図 １ １ （ ｃ ） は 、 加 熱 装 置 扉 ３ ２ を 閉 じ 、
加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ が 退 避 動 作 を 完 了 し た 状 態 を 示 し て い る 。 以 上 、 図 １ １ （
ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ は 、 フ ー プ １ と 加 熱 装 置 本 体
（ 加 熱 手 段 ） ３ ａ を 干 渉 さ せ る こ と な く 退 避 す る こ と が で き 、 退 避 後 も 、 加 熱 装 置 本 体 （
加 熱 手 段 ） ３ ａ 内 の 所 定 の 雰 囲 気 温 度 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 す な わ ち 、 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ が 退 避 可 能 な こ と で 、 レ ー ル （ 図 示 せ ず ） お
よ び フ ー プ １ の 取 付 け 及 び 交 換 作 業 が 容 易 に 短 時 間 で 行 う こ と が で き る 。 た と え ば 、 す べ
り 搬 送 の 不 具 合 が 原 因 で 、 電 子 部 品 素 子 ２ を 加 熱 し て い る と き に レ ー ル （ 図 示 せ ず ） を 交
換 し な け れ ば い け な い と き で も 、 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ を 退 避 さ せ る こ と で 、 交
換 作 業 が 容 易 に 行 え る 。 ま た 、 退 避 中 で も 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ は 所 定 の 雰 囲 気
温 度 に 維 持 さ れ て お り 、 か つ 、 被 加 熱 物 で あ る レ ー ル （ 図 示 せ ず ） も 前 記 で 説 明 し た よ う
に 熱 容 量 が 小 さ い た め 、 復 帰 す る 場 合 も 短 時 間 に 行 え る 。 さ ら に 、 交 換 作 業 時 に は 、 前 記
の よ う な 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ） ３ ａ の 退 避 動 作 に よ り 、 電 子 部 品 素 子 ２ に 不 要 な 加 熱
を す る こ と が な い の で 、 製 品 の 歩 留 り も 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 電 子 部 品 の 加 熱 方 法 は 、 加 熱 装 置 に お け る レ ー ル
を 、 電 子 部 品 素 子 を 搭 載 し て そ の 長 手 方 向 に 移 送 さ れ る フ ー プ の 長 手 方 向 と 同 方 向 に 配 置
し 、 前 記 フ ー プ を す べ り 搬 送 可 能 に 支 持 す る 少 な く と も 一 対 の 線 材 状 と し た 構 成 に よ り 、
被 加 熱 物 で あ る レ ー ル の 熱 容 量 を 小 さ く で き 、 加 熱 装 置 内 を 短 時 間 で 効 率 よ く 、 か つ 高 精
度 に 所 定 の 雰 囲 気 温 度 に し 、 電 子 部 品 素 子 を 加 熱 あ る い は 乾 燥 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 電 子 部 品 の 加 熱 方 法 は 、 加 熱 さ れ る レ ー ル 等 の 被 加 熱 部 の 熱 容 量 を 小 さ く で き
、 加 熱 手 段 に よ り 短 時 間 で 効 率 よ く 、 か つ 、 高 精 度 に 所 定 の 雰 囲 気 温 度 に す る と い う 作 用
を 有 す る 。 ま た 、 電 子 部 品 素 子 の 近 傍 で 支 持 す る こ と で 、 平 面 的 に 支 持 で き 、 電 子 部 品 素
子 が レ ー ル に 沿 っ て 直 線 的 に 案 内 さ れ る の で 、 均 一 な 加 熱 あ る い は 乾 燥 が で き る と い う 作
用 効 果 を 奏 す る 。 ま た 、 打 抜 き に よ り 形 成 し た 端 子 部 で 支 持 す る こ と に よ り 、 フ ー プ 支 持
部 の 接 触 面 積 を 減 ら し て 摩 擦 を 低 減 で き 、 電 子 部 品 素 子 を 滑 ら か に す べ り 搬 送 で き る と い
う 作 用 効 果 を 奏 し 、 電 子 部 品 の 製 造 工 程 に お い て 、 フ ー プ 上 に 構 成 さ れ た 電 子 部 品 素 子 を
、 加 熱 あ る い は 乾 燥 す る 電 子 部 品 の 加 熱 方 法 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 加 熱 装 置 の 要 部 構 成 斜 視 図 、 （ ｂ ） 本 発 明 の
実 施 の 形 態 に お け る 加 熱 装 置 本 体 の 要 部 構 成 正 面 図
【 図 ２ 】 セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ 層 を 有 す る レ ー ル の 要 部 拡 大 斜 視 図
【 図 ３ 】 角 棒 状 の レ ー ル の 要 部 構 成 斜 視 図
【 図 ４ 】 お も り で レ ー ル に 張 力 を 付 与 す る 構 成 の 模 式 図
【 図 ５ 】 プ ー リ ー を 介 し て レ ー ル に 張 力 を 付 勢 す る 構 成 の 模 式 図
【 図 ６ 】 プ ー リ ー 部 の 要 部 構 成 断 面 図
【 図 ７ 】 レ ー ル に よ る フ ー プ の 支 持 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 斜 視 図
【 図 ８ 】 プ ー リ ー に お け る 他 の 溝 形 状 を 示 す 要 部 断 面 図
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【 図 ９ 】 レ ー ル に よ る フ ー プ の 他 の 支 持 状 態 を 示 す 要 部 構 成 断 面 図
【 図 １ ０ 】 退 避 可 能 な 加 熱 手 段 の 要 部 構 成 斜 視 図
【 図 １ １ 】 （ ａ ） 通 常 の 加 熱 状 態 を 示 す 加 熱 手 段 の 要 部 構 成 側 面 図 、 （ ｂ ） 退 避 中 の 状 態
を 示 す 加 熱 手 段 の 要 部 構 成 側 面 図 、 （ ｃ ） 退 避 完 了 時 の 状 態 を 示 す 加 熱 手 段 の 要 部 構 成 側
面 図
【 図 １ ２ 】 従 来 に お け る 加 熱 装 置 の 要 部 構 成 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 フ ー プ
　 １ ａ ～ １ ｄ 　 端 子 部
　 ２ 　 電 子 部 品 素 子
　 ３ 　 加 熱 手 段
　 ３ ａ 　 加 熱 装 置 本 体 （ 加 熱 手 段 ）
　 ３ ｂ 　 ト ン ネ ル 内 部
　 ４ 　 ヒ ー タ ー （ 加 熱 手 段 ）
　 ５ 　 レ ー ル
　 ５ ａ ～ ５ ｃ 　 レ ー ル
　 ５ ｄ ～ ５ ｇ 　 レ ー ル
　 ５ ｈ 　 角 棒 状 の レ ー ル
　 ５ ｉ 　 銅 線 （ レ ー ル ）
　 ５ ｊ 　 セ ラ ミ ッ ク コ ー テ ィ ン グ 層
　 ６ ａ ， ６ ｂ 　 フ ッ ク
　 ７ 　 基 台
　 ８ 　 引 張 り コ イ ル バ ネ （ 弾 性 部 材 ）
　 ８ ａ 　 お も り （ 付 勢 手 段 ）
　 ８ ｂ 　 引 張 り コ イ ル バ ネ （ 付 勢 手 段 ）
　 ９ 　 プ ー リ ー （ 支 持 手 段 ）
　 ９ ａ 　 支 持 ブ ロ ッ ク （ 支 持 手 段 ）
　 ９ ｂ 　 プ ー リ ー （ 支 持 手 段 ）
　 ９ ｃ ， ９ ｄ 　 溝
　 １ ０ 　 軸 受 け
　 １ １ 　 ブ ラ ケ ッ ト
　 ３ ２ 　 加 熱 装 置 扉
　 ３ ３ 　 加 熱 装 置 本 体 回 転 軸
　 ３ ４ 　 エ ア シ リ ン ダ ー
　 ３ ５ 　 加 熱 装 置 扉 回 転 軸
　 ３ ７ 　 カ ム フ ォ ロ ア
　 ３ ８ 　 レ バ ー
　 ３ ９ 　 カ ム
　 ４ ０ 　 ブ ラ ケ ッ ト
　 ４ １ 　 取 付 板
　 ４ ２ 　 取 付 板
　 ４ ３ 　 軸 受 け
　 ４ ４ 　 軸 受 け
　 ４ ５ 　 軸 受 け
　 ４ ６ 　 加 熱 装 置 入 口
　 ４ ７ 　 レ バ ー
　 ５ １ 　 加 熱 装 置 本 体
　 ５ １ ａ 　 ト ン ネ ル 内 部
　 ５ ２ 　 ヒ ー タ ー
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　 ５ ３ 　 レ ー ル
　 ５ ４ 　 支 持 台
　 ５ ５ 　 フ ー プ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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